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本
市
に
お
け
る
「
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
」
の
待
機
者
数
は
、
現

在
３
９
１
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

「
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問

介
護
看
護
」
は
、
介
護
が
必
要
に

な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
家
庭
で

で
き
る
限
り
生
活
が
で
き
る
よ
う

創
設
さ
れ
た
24
時
間
対
応
の
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
高
齢
者
の

み
の
世
帯
や
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
の
方
の
安
心
感
が
増
す
と
と
も

に
、
介
護
す
る
家
族
の
負
担
を
軽

減
す
る
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
サ

ー
ビ
ス
は
認
知
度
が
低
い
こ
と
や
、

事
業
の
実
態
が
正
確
に
知
ら
れ
て

い
な
い
な
ど
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

本
市
に
お
け
る
周
知
・
拡
大
の
方

向
性
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

○
健
康
保
険
部
長

　

周
知
方
法
に
つ
い
て
は
、
公
共

施
設
の
窓
口
に
て
、
サ
ー
ビ
ス
概

要
を
説
明
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等

に
よ
り
周
知
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
定
期
巡
回
・
随
時
対
応

型
訪
問
介
護
看
護
サ
ー
ビ
ス
の
方

向
性
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
継
続
し
て
日
常

生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
推
進
す
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
構
築
に
お
い
て
も
有
用
な

サ
ー
ビ
ス
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
化
に
よ
り
必
要
な
整
備
は
、

平
成
27
年
度
か
ら
実
施
の
第
６
期

介
護
保
険
事
業
計
画
に
位
置
付
け

て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か

○
小
学
生
を
「
地
域
福
祉
活
動
の

一
員
に
」
に
つ
い
て

○
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
負
担

軽
減
に
向
け
た
施
策
・
体
制
整
備

に
つ
い
て

　

当
市
の
場
合
は
商
工
会
議
所
法

と
商
工
会
法
と
い
う
厚
い
法
律
の

壁
は
あ
り
ま
す
が
、
新
・
久
喜
市

が
市
町
合
併
後
の
わ
ず
か
３
年
８

ヵ
月
で
、
久
喜
・
栗
橋
・
鷲
宮
・

菖
蒲
の
４
商
工
会
が
合
併
を
成
功

さ
せ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
合
併

に
対
す
る
市
長
の
考
え
と
進
め
方
、

ま
た
、
私
は
合
併
の
目
安
と
し
て

は
、
旧
春
日
部
市
と
旧
庄
和
町
の

市
町
合
併
10
周
年
の
平
成
27
年
10

月
１
日
を
目
指
す
べ
き
と
考
え
ま

す
が
、
市
長
の
御
決
意
を
お
聞
か

せ
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
市
長

　

春
日
部
商
工
会
議
所
と
庄
和
商

工
会
の
統
合
に
つ
い
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
意
思
に
基
づ
い
て
統
合
で

き
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
市
で
は
、
両
団
体
の
統

合
が
実
現
で
き
る
よ
う
促
す
と
と

も
に
、
で
き
る
限
り
の
支
援
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か

○
埼
玉
り
そ
な
銀
行
な
ど
の
金
融

機
関
と
「
高
齢
者
の
見
守
り
活
動

に
関
す
る
協
定
」
の
締
結
を
提
案

○
フ
ー
ド
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
認
定
品

等
で
持
て
成
す
「
春
日
部
市
お
も

て
な
し
（
梨
）
条
例
」
ま
た
は

「
春
日
部
市
お
も
て
な
し
（
梨
）

乾
杯
条
例
」
の
制
定
を
提
案

○
応
援
組
織
「
春
日
部
フ
ァ
ン
ク

ラ
ブ
」
の
設
立
を
提
案

○
「
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
」
を
利
用
し
て
市
の
新
事
業
を

推
進
す
る
手
法
を
提
案

○
災
害
時
に
お
け
る
出
火
防
止
対

策
と
し
て
各
家
庭
に
「
感
震
ブ
レ

ー
カ
ー
」
設
置
の
推
進
を
提
案

○
「
国
外
犯
罪
被
害
者
等
見
舞
金

の
支
給
に
関
す
る
条
例
」
の
制
定

を
提
案

定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型

訪
問
介
護
看
護
に
つ
い
て

春

日

部

商

工

会

議

所

と

庄
和
商
工
会
の
合
併
に
対
す
る

市

長

の

ご

見

解

を

問

う

矢島　章好

議員

大山　利夫

議員

閉
会
中
の
委
員
会
活
動

▽
議
会
運
営
委
員
会

２
月
３
日

・
平
成
26
年
第
１
回
（
２
月
）
臨

　

時
会
の
運
営
に
つ
い
て

２
月
12
日

・
平
成
26
年
３
月
定
例
会
の
運
営

　

に
つ
い
て

４
月
１
日

・
平
成
26
年
第
２
回
（
４
月
）
臨

　

時
会
の
運
営
に
つ
い
て

▽
議
会
改
革
検
討
特
別
委
員
会

１
月
17
日

・
政
務
活
動
費
の
手
引
書
（
案
）

　

に
つ
い
て

１
月
29
日

・
大
規
模
災
害
の
発
生
を
想
定
し

　

た
議
員
参
集
図
上
訓
練
の
実
施

　

に
つ
い
て

・
メ
ー
ル
送
信
訓
練
の
実
施
に
つ

　

い
て

▽
広
報
広
聴
委
員
会

３
月
18
日

・
議
会
だ
よ
り
第
35
号
の
発
行
に

　

つ
い
て

・
平
成
26
年
度
の
議
会
報
告
会
の

　

開
催
に
つ
い
て

４
月
４
日

・
議
会
だ
よ
り
第
35
号
の
発
行
に

　

つ
い
て

・
平
成
26
年
度
の
議
会
報
告
会
の

　

開
催
に
つ
い
て

今
定
例
会
の
日
程

２
月
17
日

○
開
会

〇
市
長
の
平
成
26
年
度
施
政
方
針

　

の
説
明

○
議
案
第
４
号
か
ら
議
案
第
35
号

　

ま
で
の
上
程
・
説
明

○
諮
問
第
１
号
か
ら
諮
問
第
３
号

　

ま
で
の
上
程
・
説
明
・
質
疑
・

　

討
論
・
採
決

２
月
20
・
21
・
24
・
25
日

○
議
案
に
対
す
る
質
疑

２
月
27
・
28
日

○
常
任
委
員
会

３
月
４
・
５
・
７
・
10
日

○
一
般
質
問

３
月
11
日

○
一
般
質
問
、
議
案
第
36
号
の
上

　

程
・
説
明
・
質
疑
、
総
務
委
員

　

会
３
月
13
日

○
常
任
委
員
長
報
告
と
そ
れ
に
対

　

す
る
質
疑

○
各
議
案
及
び
請
願
に
対
す
る
討

　

論
・
採
決

○
議
員
提
出
議
案
の
上
程
・
説
明

　

・
質
疑
・
討
論
・
採
決

○
議
会
改
革
検
討
特
別
委
員
長
報

　

告
と
そ
れ
に
対
す
る
質
疑
・
討

　

論
・
採
決

○
閉
会
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▽
図
書
室
運
営
委
員
会

４
月
４
日

・
平
成
25
年
度
図
書
費
決
算
に
つ

　

い
て

・
平
成
26
年
度
図
書
費
予
算
に
つ

　

い
て

表
紙
写
真
に
つ
い
て

　

市
議
会
で
は
、
議
会
だ
よ
り
本

号
の
発
行
に
あ
た
り
ま
し
て
、

｢

春
日
部
の
魅
力
を
発
見｣

と
題
し
、

表
紙
写
真
を
公
募
し
ま
し
た
と
こ

ろ
、
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

ご
応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
皆

さ
ま
に
は
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

広
報
広
聴
委
員
会
に
お
け
る

委
員
の
選
考
に
よ
り
、
左
記
の
方

の
写
真
を
採
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

・
撮
影
者
名　

中
村　
　

勲　

様

・
住　
　

所　

春
日
部
市
花
積

次の定例会は
５月２7 日（火）
開会予定です
　本会議の傍聴を希望される方は、市
役所本庁舎３階の傍聴者受付で、住所
及び氏名をご記入の上、傍聴券を受け
取り、傍聴席に入場してください。傍
聴席は５６席（車イス傍聴席２席含
む）です。
　本会議は、通常午前10時から開催し
ます。
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❀
❀

傍

聴

し

て

一

言

　

来
月
市
議
会
選
挙
な
の
で
傍
聴

者
が
多
い
と
思
い
ま
し
た
が
、
意

外
と
少
な
か
っ
た
。
も
う
少
し
傍

聴
者
が
多
く
て
も
よ
い
と
思
い
ま

し
た
。

　

今
回
初
め
て
の
傍
聴
で
し
た
が
、

大
変
勉
強
に
な
り
、
こ
れ
か
ら
も

積
極
的
に
傍
聴
し
、
市
政
の
動
き

に
関
心
を
持
ち
、
一
市
民
と
し
て

何
か
で
き
る
こ
と
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
等
）
を
や
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

男
性
66
歳

　

一
問
一
答
方
式
で
分
か
り
や
す

か
っ
た
。

　

傍
聴
者
が
少
な
く
、
市
議
会
で

Ｐ
Ｒ
が
足
り
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

男
性
70
歳

　

議
員
の
市
の
発
展
の
た
め
に
熱

意
あ
る
思
い
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

一
問
一
答
が
分
か
り
や
す
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
議
員
さ
ん
の
礼
儀

正
し
さ
が
よ
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

男
性
69
歳

　

私
が
傍
聴
し
た
日
は
、
高
齢
化

問
題
、
子
育
て
に
関
す
る
答
弁
が

多
か
っ
た
の
で
、
特
に
身
近
に
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
国
や
県
の
動
向
を
見

据
え
る
答
弁
が
多
く
春
日
部
市
独

自
の
施
策
を
実
行
す
る
の
は
、
や

は
り
難
し
い
こ
と
な
の
か
と
少
し

残
念
に
感
じ
ま
し
た
。

　

議
員
の
役
割
の
重
要
性
を
感
じ

ま
し
た
の
で
、
若
い
世
代
の
人
た

ち
も
意
識
を
持
っ
て
参
加
す
れ
ば
、

よ
り
よ
い
街
に
な
る
の
で
は
と
感

じ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

女
性
46
歳

　

大
変
有
意
義
な
時
間
で
し
た
。

　

棒
読
み
の
答
弁
で
は
な
く
生
の

声
の
質
問
答
弁
で
し
た
。
市
民
の

声
が
届
い
て
い
る
の
か
と
の
疑
問

は
あ
り
ま
し
た
が
、
確
実
に
届
い

て
お
り
、
無
理
な
要
望
は
無
理
と

返
答
さ
れ
た
み
た
い
で
す
が
、
改

善
に
向
け
て
努
力
さ
れ
て
い
る
の

が
分
か
り
ま
し
た
。

　

傍
聴
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

男
性
58
歳

　

私
は
、
見
学
す
る
の
は
初
め
て

で
す
が
、
質
疑
応
答
を
聞
い
て
い

る
と
、
い
ろ
い
ろ
と
細
か
い
と
こ

ろ
ま
で
、
よ
く
調
べ
て
い
る
と
思

い
、
議
員
さ
ん
は
大
変
だ
と
改
め

て
思
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

男
性
51
歳

※
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
部
分

も
あ
り
ま
す
。

　
　
　
請
願
の
提
出
方
法
に
つ
い
て

　

市
議
会
へ
の
請
願
の
提
出
は
、
次
の
要
領
で
お
願
い
し
ま
す
。

①
原
則
と
し
て
、
左
記
様
式
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
（
請
願
書
様
式
は
、市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

②
請
願
に
は
、
市
議
会
議
員
１
人
以
上
の
紹
介
が
必
要
で
す
。

　

請
願
書
の
表
紙
に
、
紹
介
議
員
の
署
名
、
ま
た
は
記
名
押
印
を
受
け
て
く

　

だ
さ
い
。

③
請
願
者
は
、
署
名
・
記
名
に
か
か
わ
ら
ず
押
印
が
必
要
で
す
。

④
請
願
者
が
複
数
の
場
合
は
、
代
表
者
を
決
め
て
く
だ
さ
い
。

⑤
道
路
・
下
水
道
な
ど
、
場
所
に
関
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
略
図
を
添
付

　

し
て
く
だ
さ
い
。

⑥
各
定
例
会
で
審
査
さ
れ
る
も
の
は
、
各
定
例
会
開
会
日
の
５
日
前
に
開
催

　

さ
れ
る
議
会
運
営
委
員
会
の
前
日
ま
で
に
提
出
さ
れ
た
も
の
に
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
議
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

件名

要旨

理由

　地方自治法第 124 条の規定により、

　上記のとおり請願書を提出します。

　平成　年　月　日

　　請願者　住所

　　　　　　氏名　　　　　　　　㊞

　　春日部市議会議長　あて

　　　　　　　　　　　　に関する請願

　

　　　　紹介議員

　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

　　

内　容 表　紙

《用紙は A４　横書き》
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編

集

後

記

　
い
つ
も
議
会
だ
よ
り
を
ご
愛
読

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
皆
さ
ま
の
お
手
元
に
届
く
こ
ろ

に
は
改
選
で
、
新
し
い
32
名
の
市

議
会
議
員
が
選
挙
さ
れ
、
新
体
制

で
の
議
会
運
営
が
ス
タ
ー
ト
し
て

い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
広
報
広
聴
委
員
も
、
こ
の
号
で

任
期
を
終
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
が
、
こ
れ
か
ら
も
今
ま
で
同
様
、

議
会
だ
よ
り
の
ご
愛
読
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〒
３
４
４
︲
８
５
７
７

埼
玉
県
春
日
部
市
中
央
六
丁
目
２
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
春
日
部
市
議
会

℡
０
４
８
︲
７
３
６
︲
１
１
１
１
（
代
表
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
線
３
１
１
６

　
広
報
広
聴
委
員
会

　
　
委
員
長
　
　
小
久
保
博
史

　
　
副
委
員
長
　
　
金
子
　
　
進

　
　
委
　
　
員
　
　
佐
藤
　
　
一

　
　
委
　
　
員
　
　
山
口
　
泰
弘
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合 

計 13 11 10 7 5

3
／
4 25 24 21 20

2
／
17

月 

日 今
定
例
会
傍
聴
状
況

141 5 16 23 40 36 14 0 2 3 0 2
傍
聴
者
数

討
論
・
採
決

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

質

疑

質

疑

質

疑

質

疑

上
程
・
説
明

主
な
日
程

合　

計

３　

月

12　

月

９　

月

６　

月

定
例
会

平
成
25
年
度
定
例
会
傍
聴
状
況

※
休
会
・
委
員
会
を
除
く

38 11 8 11 8
本
会
議

日　

数

566 141 106 141 178
傍
聴
者
数

15 13 13 13 22
一
日
平
均

➡

市議会ホームページのご案内
　市議会のホームページでは、議員名簿、会議日程、一般質
問発言通告一覧表などを掲載しています。
　また、会議録の閲覧・検索や、インターネットによる本会
議生中継・録画中継で、議会の様子をご覧いただけます。

春 日 部 市 議 会 検 索

防
災
対
策
一
斉
訓
練
等
を

実

施

し

ま

し

た

　

市
議
会
で
は
、
昨
年
制
定
し
た

「
災
害
発
生
時
の
対
応
要
領
」
の

実
効
性
を
よ
り
一
層
確
保
す
る
た

め
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
３
周
年

と
な
る
平
成
26
年
３
月
11
日
、
３

月
定
例
会
本
会
議
開
会
前
に
、
市

長
部
局
と
の
連
携
・
協
力
の
も
と
、

大
規
模
災
害
の
発
生
を
想
定
し
た

防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

議
会
側
で
は
、
「
議
員
参
集
訓

練
」
、
「
災
害
対
策
支
援
本
部
設

置
訓
練
」
を
実
施
し
、
市
長
部
局

側
で
は
、
「
災
害
対
策
本
部
設
置

訓
練
」
、
「
避
難
訓
練
」
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
で
は
、
本
市
で
震
度

６
強
の
地
震
が
発
生
し
た
こ
と
を

想
定
し
、
市
長
部
局
側
の
災
害
対

策
本
部
設
置
を
確
認
後
、
議
長
か

ら
災
害
対
策
支
援
本
部
設
置
及
び

議
員
あ
て
に
参
集
の
指
示
が
出
さ

れ
、
事
務
局
か
ら
各
議
員
に
参
集

を
メ
ー
ル
で
連
絡
し
ま
し
た
。
連

絡
を
受
け
た
各
議
員
は
、
大
規
模

な
災
害
の
発
生
に
よ
り
自
家
用
車

や
公
共
交
通
機
関
が
使
え
な
く
な

っ
た
場
合
を
想
定
し
、
徒
歩
や
自

転
車
に
よ
る
実
際
の
参
集
手
段
で

登
庁
す
る
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
場
に
て
「
災
害
対
策

支
援
本
部
設
置
訓
練
」
を
、
発
電

機
を
用
い
た
投
光
器
を
使
用
す
る

な
ど
、
災
害
の
状
況
下
を
再
現
し

な
が
ら
行
い
ま
し
た
。
議
員
の
安

否
や
参
集
状
況
、
発
生
地
震
の
状

況
が
報
告
さ
れ
た
後
、
代
表
議
員

か
ら
各
地
域
の
状
況
が
報
告
さ
れ
、

市
災
害
対
策
本
部
へ
の
要
請
事
項

を
整
理
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
市
災
害
対
策
本
部
を

視
察
し
、
視
察
後
の
支
援
本
部
会

議
で
、
議
長
か
ら
市
災
害
対
策
本

部
の
情
報
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
議
会
で
は
、
市
長
部
局
と
連

携
・
協
力
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
の

生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
、
今
後

も
災
害
対
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

災害対策支援本部設置訓練の様子（議場にて）

市災害対策本部設置訓練を視察


